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　県議会12月定例会は12月2日に開会。20日に全日程（19日間）を
終え閉会しました。
　今定例会では、有間ダム（飯能）の法面崩落箇所の復旧や農業用
水施設の復旧など、今年多かった大雨や台風による災害復旧に係るも
の、さらに、県立久喜図書館の耐震化補強に向けた改修設計など、補
正予算（一般会計）1億4,478万6千円の計上を決めました。
　また、市町村への権限移譲を進める一環として、パスポートの発給
事務を49市町村に拡大。26年4月から飯能市、7月から杉戸町、10月
から上尾市、入間市、鶴ヶ島市、伊奈町、宮代町でスタートすること
になりました。
　さらに県農業大学校の移転（鶴ヶ島市から熊谷市へ）に伴い条例の
一部を改正した他、自民党議員団が提案した「がん対策推進条例」が、
全会一致で採択されました。

　第37回全国育樹祭が本県
において、11月16日、17日
に開催され出席しました。森
を守り育てることの大切さを
普及するため、昭和52年か
ら行われている全国育樹祭で
すが、本県での開催は初め
てです。
　16日には金尾山県有林（寄居町）にて、昭和34年の全国植樹祭に
おいて昭和天皇・香淳皇后がお手植えになられたヒノキを皇太子殿下に
お手入れ（土壌改良）いただきました。17日（日）には彩の国くまがや
ドーム（熊谷市）にて記念式典を開催。皇太子殿下のおことばをいただ
いた他、緑化功労者への表彰や緑の少年団の活動発表、俳優の市村
正親さんによる久喜市出身で日本初の林学博士・本多静六の功績紹介
などが行われました。

がん対策条例制定

第10回全国植樹祭は昭和34年4月5日に、金尾山
（寄居町）で開催され、15,200本のヒノキが植樹
されました。

第37回全国育樹祭開催

両陛下をお出迎えする人々。
昭和天皇
お手植え。

　県立がんセンター新病院が完成し、11月30日に完成式典
が開催されました。
　新病院の特徴は、「高度先進がん医療を実践する病院」と
「日本一患者と家族にやさしい病院」の２つ。敷地内は自然
林を最大限残しつつ、駐車場や通路などに植樹を行い、「森
の中にある人にやさしい高度医療機関」を目指しています。
さらに、災害対策および省エネ、省CO2対策も充実させた
施設となっています。

県議会12月定例会 がんセンター
新病院完成
12月30日オープン
1月6日外来診療スタート

完成記念式典にてテープカットの様子（11月30日）。

２層吹き抜けの大空間「ホスピタルストリート」

南東側から見た新病院の外観

放射線治療装置
（Novalis Tx）

内視鏡手術支援ロボット
（ダ・ヴィンチ）

放射線治療装置
（Tomo HDシステム）
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12月9日、県議会一般質問を行いました。
加
藤
県
議　

県
内
で
は
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
2
0
0
2
で

サ
ッ
カ
ー
、
川
越
市
の
霞
が
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
ゴ

ル
フ
、
朝
霞
市
の
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
訓
練
場
で
射
撃
の

3
競
技
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
射
撃
競
技
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
観
光
客
の
来
県
が
見
込
ま
れ
る
。
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
め
っ
た
に
な
い
。

「
埼
玉
を
世
界
に
向
け
て
P
R
」
す
る
機
会
を
、
観
光

振
興
と
埼
玉
の
魅
力
発
信
に
結
び
つ
け
る
べ
き
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
か
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

産
業
労
働
部
長　

第
一
に
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
。
今
年
5
月
に
立
ち
上
げ
た
実
行
委

員
会
や
市
町
村
と
連
携
し
、
お
も
て
な
し
の
方
法
な
ど

を
県
民
に
広
め
て
い
く
。
第
二
に
魅
力
的
な
観
光
コ
ー

ス
の
創
出
。
伝
統
的
な
観
光
地
と
ア
ニ
メ
や
グ
ル
メ
、
県

産
品
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
周
遊
ル
ー
ト
を
つ
く
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
徹
底
的
に
P
R
す

る
。
第
三
に
「
食
」
の
魅
力
の
紹
介
。
極
上
グ
ル
メ
を

提
供
す
る
「
埼
玉
S
級
グ
ル
メ
店
」
の
認
定
作
業
を
進

め
て
い
る
。「
埼
玉
」
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光
振
興

に
努
め
る
。

加
藤
県
議　

商
店
街
の
再
生
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

商
店
街
が
活
性
化
し
な
け
れ
ば
、
街
そ
の
も
の
の
存
在

が
危
ぶ
ま
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

本
年
2
月
、
地
元
ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
駅
周
辺
地

区
で
「
ふ
じ
み
野
『
福
』
バ
ル
」
を
市
・
商
工
会
・
商

店
会
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
。
49
店
舗
が
参

加
し
、
3
日
間
で
7
0
0
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
食

べ
・
飲
み
歩
き
を
楽
し
ん
だ
。「
第
2
回
ふ
じ
み
野

『
福
』
バ
ル
」（
11
月
14
日
〜
17
日
）
は
エ
リ
ア
も
拡
大

さ
せ
実
施
。
そ
の
結
果
、
参
加
店
舗
数
は
90
店
舗
、

参
加
者
は
1
千
1
0
0
人
を
数
え
、
街
中
は
大
い
に

に
ぎ
わ
っ
た
。
ふ
じ
み
野
市
の
商
工
会
や
地
域
の
商
業

者
た
ち
は
、
今
後
の
事
業
継
続
に
大
き
な
意
欲
を
示
し

て
い
る
。

　

こ
の
街
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
に
広
め
、
定
着
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

産
業
労
働
部
長　

街
バ
ル
は
雇
用
創
出
基
金
を
活
用

し
昨
年
度
は
3
地
区
で
、
今
年
度
は
10
地
区
に
拡
大

し
た
。
拡
大
し
て
い
く
支
援
策
と
し
て
は
、
第
一
に
市

町
村
、
商
工
団
体
、
商
店
会
の
方
々
に
他
地
域
の
街
バ

ル
の
楽
し
さ
や
有
効
性
を
体
感
す
る
機
会
の
提
供
。
第

二
に
、
先
進
地
域
か
ら
講
師
を
招
き
街
バ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
る
こ
と
。
第
三
に
、
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
組

織
づ
く
り
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
経
費
の
一
部
支
援

も
有
効
で
あ
り
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

定
着
の
支
援
策
と
し
て
、
街
バ
ル
に
よ
り
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
る
よ
う
県
の
広
報
媒
体
や
ミ
ニ
コ
ミ
誌
、

駅
で
の
P
R
な
ど
広
域
的
な
広
報
に
力
を
注
い
で
い
く
。

加
藤
県
議　

統
廃
合
で
閉
校
し
た
県
立
高
校
16
校
の

う
ち
、
9
校
の
利
用
策
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
旧
福
岡

高
校
に
い
て
も
、
そ
の
9
校
に
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、

施
設
は
県
立
ふ
じ
み
野
高
校
が
管
理
を
行
い
、
体
育
施

設
は
一
般
に
開
放
。
土
・
日
曜
日
に
は
、
地
元
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
が
盛
ん
に
練
習
を
し
て
い
る
。

　
一
方
、
校
舎
棟
は
ほ
と
ん
ど
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ふ
じ
み
野
市
に
と
っ
て
も
大
変
貴

重
な
も
の
。
地
域
住
民
か
ら
も
高
い
関
心
と
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
と
今
後
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長　

県
で
は
、
未
利
用
と
な
る
土
地
・
建
物
は

で
き
る
限
り
公
共
的
な
活
用
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

旧
福
岡
高
校
の
跡
地
に
つ
い
て
、
県
内
部
で
の
意
向
調

査
で
は
、
具
体
的
な
利
用
希
望
は
な
か
っ
た
。
ふ
じ
み

野
市
で
は
市
民
を
交
え
て
跡
地
利
用
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

加
藤
県
議　
「
水
辺
再

生
1
0
0
プ
ラ
ン
」
の

整
備
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
新
河
岸
川
で
は

「
舟
運
・
ふ
じ
み
ん
の

郷
」
と
い
う
河
川
愛
護

団
体
が
発
足
し
、
11
月

24
日
に
も
多
く
の
方
々

が
参
加
し「
清
掃
活
動
」

が
行
わ
れ
た
。
新
河
岸

川
は
み
ん
な
が
集
ま
り
、

水
辺
に
親
し
み
や
す
い

河
川
に
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
そ
の
下
流
の
福
岡
橋
付
近
の
区
間
に
未
整

備
箇
所
が
残
っ
て
お
り
、
洪
水
時
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
一
日
も
早
く
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
土
整
備
部
長　

未
整
備
区
間
の
見
通
し
は
、
平
成

26
年
1
月
に
堤
防
の
整
備
工
事
に
着
工
し
、
3
月
末
の

完
成
を
目
指
す
。

加
藤
県
議　

市
内
の
雨
水
排
水
は
、「
川
越
江
川
」
と

言
わ
れ
て
い
る
江
川
流
域
都
市
下
水
路
の
ほ
か
、
公
共

下
水
道
福
岡
江
川
幹
線
、
砂
川
堀
雨
水
幹
線
を
通
し

て
新
河
岸
川
へ
排
水
し
て
い
る
。

　

今
年
10
月
の
台
風
26
号
で
は
、
川
越
江
川
が
新
河

岸
川
に
合
流
す
る
元
福
岡
地
区
を
は
じ
め
、
市
内
各

地
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
浸
水
対
策
は
河
川
を

管
理
す
る
県
と
、
雨
水
排
水
を
担
う
市
が
連
携
し
て

適
切
に
対
応
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
だ
。
県
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

県
土
整
備
部
長　

県
と
市
が
連
携
し
、
河
川
と
下
水

道
の
整
備
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

今
回
の
浸
水
被
害
を
踏
ま
え
て
、
事
業
調
査
協
議
会

を
設
置
し
、
浸
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一般質問地域の声を県政に届ける
質問を展開

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て

観
光
振
興
の
チ
ャ
ン
ス
に
！

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

街
バ
ル
で
商
店
街
再
生
を
！

地
元
問
題
に
つ
い
て

旧
福
岡
高
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

新
河
岸
川
の
早
期
整
備
に
つ
い
て

ふ
じ
み
野
市
内
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

一般質問全項目（12月9日）
1.九都県市首脳会議を踏まえた「福島県への復興支援」に関する本県の取
組と意気込みについて ……………………………………………（知事）

2.東京オリンピックの開催に向けて
　（1）九都県市との連携について……………………………………（知事）
　（2）青少年に夢を ………………………………………………（教育長）
　（3）観光振興のチャンスに！……………………………（産業労働部長）
3.コージェネレーションの導入について ………………………（総務部長）
4.ビッグデータの活用による県政の推進について ………（企画財政部長）
5.今後の公共事業の発注について……………（県土整備部長、総務部長）
6.商店街の活性化について ………………………………（産業労働部長）
7.地元問題について
　（1）旧福岡高校の跡地利用について …………………………（教育長）
　（2）新河岸川の早期整備について ……………………（県土整備部長）
　（3）ふじみ野市内の浸水対策について…………………（県土整備部長）

※一般質問の全内容をはじめ県議会の詳細は県のホームページを参照ください。
　http://www.pref.saitama.lg.jp/s-gikai/

※再質問で検討のスケジュールについて明
確な回答を求めましたが、県は示すことが
できませんでした。今後の活用について
は、地元の方々と相談しながら県に提案
していきたいと考えています。


	1312　加藤末勝-冬裏B4　最終修正済み
	1312　加藤末勝-冬表B4　最終修正済み.pdf

